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はじめに

 
日本バイオロジカルコントロール協議会機関誌である本誌も通算１８号を数えるよう

になりました。年２回発刊なので９年間の継続ということになります。 
これはひとえに日本での生物防除にかかわる基礎研究、応用研究、現場での指導がお

こなわれていることの証しともいえるでしょう。 
今年の生物防除剤の日本植物防疫協会での試験は病害にたいして１２種類の微生物、

虫害に対して１７種類の天敵昆虫、微生物が予定されています。 
ただしそのうちの多くは同属の微生物、同種の天敵昆虫の登録のための試験が多いの

ですがそれも化学農薬の創生期のことを思い出せばさほど指摘されるほどのことで

もないようです。 
というのは、初期の化学農薬の多くは多くの農薬会社によって同じ化学物質を異なる、

あるいは同じ商品名で販売されていたからです。 
たとえば農薬要覧の１９６８年版を見るとなかなか興味ぶかい事実がわかります。 
硫酸ニコチン４０％製剤 登録会社数 ３５社 
DDT粉剤５％製剤 ３１社 
BHC粉剤１％ ４４社 
メチルパラチオン１.５％粉剤 ２２社 
有機水銀剤（各種製剤） １１７社 
マンネブ７０％水和剤 １４社 
PCP８６％水和剤 ７社 
このような乱立のなかで競争がおこなわれ、また各社もより利益を生み出せる薬剤の

開発が必要であることを認識しはじめることにより、日本の化学農薬の開発の黄金時

代が始まったともいえます。 
ひるがえって生物農薬はまだまだ参加企業の数が少ないといえるでしょう。 
登録を保持している会社数は天敵昆虫で５社、微生物で１０社ていどであり、新規参

入の余地のある業界と考えられます。 
もちろん現在は施設栽培中心の剤が多いことから市場の広がりは今後の野外での利

用にかかっています。 
 
生物防除剤を開発、普及していくうちに、生物防除は他の手段、たとえば物理的防除、

耕種的防除、化学的防除との協力なしには、高い防除効率をコンスタントに得ること

は難しいこともわかってきました。総合防除、IPMによって互い支えあっていく植物
保護の一手段が生物防除のプロファイルだとおもえるようになってきています。 
今回の講演会がそのような認識に沿うものであることを期待します。 

編集長 和田 哲夫 
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シルバーリーフコナジラミとトマト黄化葉巻病について 

野菜茶業研究所 果菜研究部 虫害研究室 
主任研究官 北村 登史雄 

 

葉巻病 

葉巻病とは 

葉巻病は 1939～40 年頃にイスラエルで初めて発生が確認されたウイルス病で

因となるウイルスは Tomato yellow leaf curl virus（TYLCV）であり、種子伝染、

液伝染は一切せず、シルバーリーフコナジラミによってのみ媒介される。 

したトマトは感染初期には新葉の縁が黄化、モザイク状になり、症状が進む

化・巻葉・縮れが発生し、また節間が詰まり株全体が萎縮する。発病後に開花

着果しても早期に落果してしまうが、発病以前に結実した果実は正常に発育す

葉巻病ウイルス（TYLCV） 

ェミニウイルス科、ベゴモウイルス属に属する 1本鎖のDNAウイルスである。

ラエルに起源を持つ分離株（TYLCV-Is，TYLCV-Mld）に近縁の 3 種類の分離

愛知株，静岡株）が侵入したが、2004年に高知県に長崎株と同様に TYLCV-Is

（土佐株）が見つかり、合計 4種類の分離株が発生している。このほかにもト

巻（萎縮）症状を引き起こすベゴモウイルスは中近東、南アジア、アフリカを

類以上報告されており、日本にもトマト黄化萎縮病の原因であるタバコ葉巻ウ

JV）などが存在する。 

葉巻病とシルバーリーフコナジラミ 

ーフコナジラミ 

ジラミは日本では本州以南のサツマイモ、ダイズ畑等で発生し、TbLCJV の媒

的にトマト黄化萎縮病が発生するほかは大きな問題となっていなかった。しか

に施設栽培のポインセチアで多くの農薬に抵抗性を持つ新系統が突如多発し、

培の果菜類や花き類を中心に発生がみられるようになった。この新系統につい

や分子生物学的に調査した結果、シルバーリーフコナジラミであることが明ら

シルバーリーフコナジラミはオンシツコナジラミと比べ、高温条件（30℃）で

短く、生存率も高い。しかし、低温条件（20℃）では発育の遅延や生存率の低

。このため、日本では野外での越冬はほとんどできないとされており、冬季は

等の施設内に生息していると考えられている。また、移動能力は高いが、紫外
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線を除去した環境を忌避する性質がある。他のコナジラミなどと同様に黄色に誘引される。 

2）シルバーリーフコナジラミの発生消長 

 シルバーリーフコナジラミは前述の通り、低温よりも高温を好適条件としており、日本の

野外ではほとんど越冬できない。野外では 4月後半から 5月にかけて初めて発生がみられる。

気温が上昇するに従って発生数が増加し、8 月から 9 月前半にかけてピークを迎える。その

後、発生数が減少し、11月にはほとんど発生がみられなくなる。冬季は施設内に低密度で生

息するのみで野外では越冬できない。 

3）シルバーリーフコナジラミとトマト黄化葉巻病 

 TYLCV はシルバーリーフコナジラミによってのみ媒介される。その伝播様式は非増殖循

環型であり、一旦ウイルスを獲得すると永続的に媒介し、またその媒介能力は高く、非常に

低密度でも媒介することができる。イスラエルにおいてシルバーリーフコナジラミがTYLCV 

を経卵伝染すると報告がなされた。このため，日本産シルバーリーフコナジラミとTYLCV を

組み合わせた媒介実験が行われた。幸いにも日本産のシルバーリーフコナジラミと TYLCV

の組み合わせでは経卵伝染は確認されなかった。さらに、イスラエルで報告された経卵伝染

の媒介効率は、幼虫から成虫への死亡虫を除外しても 10％程度であり、通常の罹病植物でコ

ナジラミ成虫に獲得吸汁させた場合の媒介効率（60~100％）に比べれば極めて低い。野外で

のウイルス病の流行過程においては、ウイルス源植物とそこで保毒する媒介虫の増殖が重要

となるので、媒介効率が低い経卵伝染の存在に神経質になる必要性は低いと考えられた。  

３. ＴＹＬＣＶの伝染環と防除対策 

1）TYLCVのウイルス源 

 シルバーリーフコナジラミは TYLCV を経卵伝染しないため、どこからかウイルスを獲得

しなければ，TYLCV を媒介できない。シルバーリーフコナジラミは寄主範囲が広く、トマ

トをはじめとする多くの作物や雑草に寄生することができる。しかし、そのほとんどは

TYLCV に感染せず、ウイルス源とはならない。野外でみられるシルバーリーフコナジラミ

の TYLCVの保毒率は 10％程度といわれている。野外における TYLCVの感染植物は長崎株

ではトルコギキョウ・インゲン・タバコ・ウシハコベ・エノキグサなどが確認されているが、

こうした TYLCV に感染した植物からシルバーリーフコナジラミが TYLCV を獲得できるか

は明らかになっていない。また、東海に分布している分離株の TYLCV では未だトマト以外

の感染植物は見つかっていない。このようなことを考え合わせると野外でもシルバーリーフ

コナジラミはトマトからウイルスを獲得していると考えるのが自然であろう。野外には家庭

菜園のトマトや栽培施設周辺の残渣置き場に生えている野良生えトマト等のシルバーリー

フコナジラミに対して無防除（または防除をしていても不十分）なトマトが多く存在し、こ

れらがウイルス源となっていると考えられる。まずは野外でウイルス源となりうるトマトの
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除去することが防除対策の第一歩である。 

2）ウイルス感染苗の持ち込み 

 TYLCV の施設内への侵入はウイルス感染苗の持ち込みと TYLCV 保毒虫の飛び込みに限

られる。促成栽培における育苗期間は野外でシルバーリーフコナジラミの発生しやすい時期

となるため、特に警戒が必要である。また、購入苗であっても高冷地などの TYLCV 未発生

地域で育成されたものを選定することが望ましい。また、この季節は気温が高いため、育苗

ハウスの防虫ネットが不十分になりがちである。このため、すぐに定植できる状態の苗の購

入や鉢上げ時の培土への殺虫剤粒剤の混合など対策が非常に重要である。 

3）ウイルス保毒虫の飛び込み 

 ハウス開口部に防虫ネットをしていない場合、保毒コナジラミが侵入し、例え定期的に殺

虫剤を散布していても感染が拡がってしまう。トマト黄化葉巻病発生地域ではハウス開口部

への防虫ネットの設置は必須であるが、ネットの目合いも重要である。防虫ネットとして多

く用いられている 1mm目ではコナジラミはほとんど素通りしてしまう。最低 0.6mmできれ

ば 0.4mm目のネットを設置が必要である。ネットの設置に伴いハウス内の温度上昇は避けら

れないが、最近 0.4mm目であるが、従来の 1mm目ほどの通気性を持つ資材も実用化されて

おり、このような新しい資材の利用も検討すべきである。 

4）施設内の TYLCV 

 定植後、11月頃までは野外にシルバーリーフコナジラミが発生しているため、保毒虫が施

設内に飛び込み、感染が拡大するおそれがある。ウイルスはトマトの細胞分裂を利用して増

殖するため、トマトの発育が活発な時期は病徴が激しく現れる。感染の拡大防止のためには、

病徴が現れた株を除去する必要がある。気温が下がりトマトの発育が遅くなると、TYLCV

が感染していても病徴が発現しにくくなり、潜在的感染株が増加する。これが春季、トマト

の発育が活発になると脇芽などに病徴がみられるようなる。収穫末期になるとトマト黄化葉

巻病は経済上問題とならなくなるため、この時期のコナジラミに対する防除が手薄になる。

作の終了と同時にトマト黄化葉巻病発生ハウスから TYLCV 保毒コナジラミが野外に飛び出

し、家庭菜園や野良生えのトマトなどに TYLCV を媒介し、これがウイルス源となってしま

う。春期からのコナジラミが活発となる時期に過剰に施設内を防除する必要はないが、次作

のために生物農薬や選択的殺虫剤などを用いて、施設内のコナジラミ密度を低く抑えること

が重要である。 

４. 今後の課題 

 トマトの施設栽培はマルハナバチの普及とともに天敵生物などを用いた殺虫剤によらな

い害虫の防除が発達してきた。しかし，トマト黄化葉巻病が侵入した地域では媒介虫である

シルバーリーフコナジラミの防除に殺虫剤を過剰に散布されていた。最近になってウイルス
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源や感染時期などのトマト黄化葉巻病の発生生態が明らかになり、防除のポイントが明確に

なってきた。今後の課題として、各ポイントにおける防除方法(天敵生物も含めた）の検討

が必要であろう。例えば、作の末期における TYLCV の感染による経済的損失は少ないが、

施設内のコナジラミ密度を高いままに放置しておくと，次作での感染率が上昇するため、春

期以降の天敵生物など殺虫剤以外の防除資材を用いた防除法の検討が必要である。また、作

の終了時に施設内にいるコナジラミ（TYLCV 発生ハウスでは高い保毒率であると考えられ

る）の殺虫方法の検討も必要である。このように各作期の防除のポイントごとに防除方法を

検討することによりトマト黄化葉巻病発生地域においても殺虫剤の散布回数の削減が可能

であると考えられる。 
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黄色粘着テープを用いたコナジラミ類のトマト施設内への侵入抑制効果 

岐阜県病害虫防除所  杖田浩二 

岐阜県農業技術研究所 勝山直樹 

じめに 

トを加害する害虫の種類は数多い。中でもオンシツコナジラミ(Trialeurodes 

iorum Westwood)及びシルバーリーフコナジラミ(Bemisia argentifolii Bellows & 

)は最重要種で、両種とも体長が 1mm以下と微小で繁殖力が旺盛であること、及び殺虫剤

抵抗性が発達していることなど、防除が著しく困難な害虫である。特に、シルバーリー

ラミは、トマト黄化葉巻病ウイルス（TYLCV）を媒介するため、確実な防除対策の構築が

っている。 

近年環境負荷の軽減や安全・安心志向から、ＩＰＭ（総合的有害動植物管理）への取り

速に進みつつあり、このような総合的な防除技術を駆使したコナジラミ対策の構築が緊

られる。このような背景から多様な防除資材の開発がここ数年で飛躍的に進んでいる。 

はＩＰＭの推進を踏まえたコナジラミ及びＴＹＬＣＶ対策の 1 つとして、コナジラミ類

誘引されることに着目した黄色粘着テープを用いた施設内へ侵入防止法を検討したので、

を以下に紹介する。 

置方法の検討 

設周辺におけるコナジラミ類の発生消長を明らかにするため、高さ別に設置した黄色粘

0cm×10cm，商品名：ホリバー）の誘殺状況を調査した。その結果、野外におけるコナジ

、4 月下旬から誘殺が認められ、夏期にピークを迎え、その後減少する発生消長を示し

、粘着板の設置高が変わっても、この傾向に差は認められなかった（図1）。 

高さ別に誘殺数を比較した結果、地上 30cm 高に設置した粘着板には、90 または 150cm

したものより、多数のコナジラミ類が誘殺された（図2）。 

野外の個体数が多くなる8月から10月に、トマト栽培施設の外部壁面に沿って黄色粘着

幅30cm，商品名：バグスキャンロール）を張り、施設内におけるコナジラミ類の誘殺消

た。粘着テープは壁面から30cm 離し、テープ上端が60cm の位置となるよう設置した。

、粘着テープを張らなかった対照区のコナジラミ類の誘殺数は、急増した期間が認めら

粘着テープを張った施設では調査期間を通じて著しく少なく推移した（図3）。 
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    図1 トマト栽培施設周囲のコナジラミ類発生消長 

2003年4月16日～6月25日、8月28日～11月13日まで施設周囲の 

4カ所に黄色粘着板を高さ別に設置し、1週間ごとに調査した。 

 

 

0

200

400

600

30㎝ 90㎝ 150㎝

総
誘
殺
数
(
頭
)

4-6月

a

b
b

30㎝ 90㎝ 150㎝

8-10月

a

b

b

    図2 高度別誘殺数の比較 

     施設周囲の4カ所に設置した黄色粘着板の合計値。 

調査は2003年4月16日～6月25日、8月28日～11月13日に実施した。 

     異なる英子文字間には、平均誘殺数に有意な差があることを示す 

（Dunnet test; P<0.05）。 
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図３ 黄色粘着テープ設置施設内のコナジラミ誘殺数の推移 

        供試施設（面積1.3a）の中央に間仕切りをして、試験を実施した。 

        黄色粘着テープは、テープ上端が施設壁面60cmの位置に設置した。 

        矢印は、対照区の殺虫剤（ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水溶剤）散布を示す。 

 

３． 現地での実証 

 上述のように小面積の施設では、周囲に黄色粘着テープを張ることにより効率的にコナジラミ

類の侵入を抑制できることが明らかになった。そこで、大型トマト施設（面積 2ha、ダッチライ

ト型温室）において現地実証を行った。本施設内の東側、入口に近い中央付近、及び西側に黄色

粘着板を設置し、コナジラミ類の誘殺数を調べたところ、東側及び入口付近で急増した。そこで

黄色粘着テープを本施設の東及び南側の外壁面、入口付近に連続して張ったところ、施設内の誘

殺数は激減し、その後は緩やかに減少し再度増えることはなかった（図4）。 

また、設置した粘着テープ上のコナジラミ類の誘殺数を、本施設の南面、東面及び入口付近で、

各々1m幅3カ所で調べたところ、著しく多数のコナジラミ類が誘殺されていた。その消長は、い

ずれの調査箇所も同様で、設置直後が最も多く、その後徐々に減少し、以後増えることはなかっ

た（図5）。 

 これらことから、施設周囲には多数のコナジラミ類が飛翔しており、施設内への侵入機会をう

かがっていると考えられた。これに対して施設周囲に粘着テープを貼ることによって、施設内へ

の侵入を抑制することが明らかとなった。このように現地の大型トマト栽培施設でも高い侵入防

止効果が認められた。また、この時期の施設内のコナジラミ数は、施設外から侵入する個体数に

大きく影響されていることが明らかとなった。 
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     図４ 黄色粘着テープを展張したトマト施設内のコナジラミ類誘殺数の変化 

       施設内3カ所に設置した黄色粘着板に誘殺されたコナジラミ類の数を示す。 

        黄色粘着テープは施設外壁面に設置 

        供試施設は、ダッチライト型温室(面積：2ha) 
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図５ 施設周囲に設置した黄色粘着テープにおける誘殺数の推移 

     幅1m×３カ所の平均誘殺数を示す。 

     粘着テープは、上端が施設基礎から60cmの高さとなるよう、壁面に設置した。 

 

４． 問題点と今後の展望 

 黄色粘着テープを施設周囲に設置することにより、施設内へ侵入しようとするコナジラミ類を

捕殺し、侵入を著しく減少させることができた。しかし、この方法を行ったとしてもすべてのコ

ナジラミ類の侵入を抑制することは無理である。従って、施設内に侵入したコナジラミ類に対し

ては、天敵などの他の防除資材を用いる必要がある。 

また、施設外部に粘着テープを設置すると、風で運ばれた砂埃や多くの昆虫類が付着する。雨

も直接当たるため、粘着面の誘殺能の持続期間は、概ね２ヶ月程度である。粘着力が低下した黄

色いテープは、害虫を誘引する可能性があるため、早急に撤去するか、あるいは金竜スプレーな

どで補完する必要がある。 
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一方、黄色粘着テープは、コナジラミ類だけでなくアブラムシ類やハモグリバエ類など、黄色

に誘引される害虫に対しても同様の効果が期待できる。このように粘着テープを用いた微小害虫

の侵入抑制あるいは誘殺法は、ＩＰＭを推進する上で化学農薬によらない有望な防除技術という

ことができる。 

最後に、終始貴重なご助言をいただいたアリスタライフサイエンス㈱ 田口義広博士、資材提

供していただいた東海物産㈱ 近藤正弘部長に謝意を表する。 

 

         

黄色粘着テープ             黄色粘着テープを設置したダッチライト型温室 
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１. はじめに

 愛知県は全

病の発生は、安

病総合対策に

 

２. 黄化葉巻

 本県では平

ＹＬＣＶ）を媒

が、平成12～1

ているが、平

 

３. 黄化葉巻

（１）感染苗

  苗生産は

（２）きわめ

  コナジラ

（３）侵入防

  防虫ネッ

事例が多い

（４）薬剤使

  コナジラ

（５）感染株

  栽培中期

で栽培が継

（６）収穫末

  収穫末期

がちで、急

 

４. 総合的な

 これら問題

 

愛知県における総合的な黄化葉巻病対策－トマトＩＰＭの可能性 

        愛知県農業総合試験場企画普及部広域指導グループ 
 飯田 史生 

 

 

国有数のトマト産地であり、冬春トマトを中心に栽培されている。しかしトマト黄化葉巻

定した収量・品質だけでなく減農薬栽培の推進も妨げている。ここでは本県の黄化葉巻

ついて、防虫ネットを主に紹介する。 

病の推移 

成８年に初発し、山間部の夏秋栽培を除くトマト産地に急速に広がった。病原ウイルス（Ｔ

介するシルバーリーフコナジラミ（以下コナジラミとする）の防除で被害を抑えていた

3年には８月定植を中心に被害が急増した。その後、後述する総合的な防除対策を推進し

成16年には被害が再び増加した。 

病防除の問題点 

の使用 

高温時で被覆しにくいなど、対策が不十分になりやすい。 

て低い要防除密度 

ミの直接害に比べ、本病害はごく低密度でも発生してしまう。 

止策の不備 

トは側窓には普及したが、高温対策等から網目が１mm以上であったり天窓や入口にない

。 

用上の問題点 

ミ防除に効果的な同一系統薬剤が連用されやすく、感受性低下が心配される。 

の抜き取りが困難 

以降の発病やミニトマトでは病徴が弱いなど収穫可能な場合が多く、発病部位の除去のみ

続されやすい（第１表）。 

期の防除不足 

の５～６月は保毒コナジラミの割合が高まるが（第２表）、この時期の薬剤防除は不足し

増して施設外に飛散しやすくなる。 

防除対策 

点の解決を含め、次の３項目を柱とした防除対策を示してきた。 
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①感染株除去（健全苗利用、罹病株除去、残さ適正処分等） 

②コナジラミ防除、及び拡散防止（防虫ネットの開口部設置、網目0.4mmの使用、粒剤利用、初期の定

期的防除、収穫末期の徹底防除、雑草除去等） 

③地域ぐるみでの取り組み 

 

５. 防虫ネットによる対策 

 これら防除対策の中でも、基本的かつ最も効果的な技術として、防虫ネットの開口部すべての設置と、

網目0.4mmを推進している。 

（１）推進する主な理由 

 ア 冬期は露地トマトがないなど野外にＴＹＬＣＶが存在しないため、施設トマトでＴＹＬＣＶを断

ち切ると効果的である。しかし、感染株抜き取りが徹底しにくいなど完全には撲滅できない。防虫

ネットは、施設から保毒コナジラミを拡散させないなど他の防除技術の不足を補う効果的な手段と

なりうる。 

 イ 環境保全面から、マルハナバチ脱出防止にも開口部すべてのネット設置が不可欠になっている。 

 ウ 従来よりネットの通気性が向上し、細かい網目でも実用的になってきた。 

 エ 他の害虫防除にも共通する効率的かつ安全性の高い防除技術である。 

 オ 技術が簡易で効果もわかりやすく、産地全体に普及しやすい。 

（２）推進方策 

ア 試験研究データの周知 

   コナジラミは網目0.4mm程度で侵入防止効果が高くなることを、試験データで明示してきた。 

イ 天窓から侵入することの実証 

   海部農業改良普及課では、コナジラミが高軒高施設に沿って上昇していることを実証した（第３

表）。また、天窓内側に黄色粘着板を設置した試験では、９月に軒高４ｍで１日当たり1.4頭、同

６ｍで0.4頭のコナジラミが付着し、天窓が侵入ルートであることを生産者に理解していただいた。 

ウ 資材選定の支援 

   農業総合試験場では、ネットの特性や網目の写真を記載した一覧表（資料）を作成するとともに、

通気性を扇風機で実演し（写真）、生産者の資材選定の参考とした。 

エ 温度低下対策 

   細かい網目や天窓へのネット設置の障害は、温湿度の上昇である。通気性は向上しているが、循

環扇や細霧冷房を同時に設置した施設も多い。断熱被覆資材の効果確認等も行っているが、今後の

課題である。 

オ 県下統一した取り組み 

 今春には県下で「冬春トマトの終了までの徹底防除のポイントは３つ ①黄化葉巻病感染株を抜

き取る ②施設内のコナジラミ防除を徹底する ③コナジラミを野外に逃がさない」という取り組

みを実施してきた。また作の終了前の６月７日には、試験場主催で黄化葉巻病の防除対策について

の生産者向けの実用化技術研究会を行い、防虫ネットの重要性を紹介してきた。次作には、侵入防
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止と早期防除を主とする取り組みを行う予定である。 

 

６. ＩＰＭの可能性 

 本県のトマト栽培では、減農薬栽培、天敵、訪花昆虫が他の果菜類に先駆けて導入され、侵入病害虫

に対しても農薬に限らない防除対策を組み立ててきた。今回の黄化葉巻病の多発で天敵のように中断し

た技術もあるが、この病害対策を進める中で、生産者は発生予察や薬剤以外の防除技術に一層関心を払

うようになった。黄化葉巻病は、現地の総合的な防除の努力と抵抗性品種の育成など高度な試験研究成

果により、近いうちに重要病害ではなくなると予想しているが、その時には培った総合防除技術を生か

し、生物農薬の再導入等を絡めたトマトのＩＰＭも一気に進むと期待している。 

 

７. おわりに 

 本稿をまとめるにあたり、農業総合試験場企画普及部の堀田行敏専門員が作成した防虫ネットに関す

る資料を活用した。また、環境基盤研究部及び園芸研究部の黄化葉巻病に関する研究成果、海部農業改

良普及課の実証結果を引用した。厚くお礼を申し上げる。 

 

 

      第１表 黄化葉巻病対策実施状況          
                      （％）     
      防虫  周辺  発病株対策  ﾗﾉ  ー   粘着  粒剤  定期      
      ﾈｯﾄ   雑草  抜根  ﾋﾟﾝﾁ  ﾃｰﾌ  ゚  板    処理  防除      

 

       74    70    10  90    77    34    39    57       
（注）１ 211地点（発病株178地点）調査における実施割合 

２ ピンチは防除技術ではないが調査した。 

       

 

 

    第２表 施設内コナジラミ成虫の保毒状況  

                                 (TYLCV検出頭数／検定頭数) 

       調査場所    前 作       次 作    

                ５月20日 ６月14日  ８月13日 ８月29日 

        Ａ      4/4      7/10     1/4      0/3    

         Ｂ     3/3     10/10       2/5      －     
       （注） １ いずれもトマト年一作。 

          ２ 収穫終了：６月下旬。定植：Ａ＝７月25日 Ｂ＝８月16日 

           ３ ＴＹＬＣＶはＬＡＭＰ法で検定 
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第３表  施設トマトの脇におけるコナジラミ類の高度別付着頭数 
　　　

9月3日 9月14日 9月21日 9月29日 10月8日
高さ 〜 〜 〜 〜 〜

9月14日 9月21日 9月29日 10月8日 10月19日
　１ｍ 26.7 23.0 14.9 11.7 14.6
　２ｍ 4.5 11.0 1.8 4.7 4.5
　３ｍ 5.1 8.0 6.1 5.4 6.4
　４ｍ 3.8 8.0 3.5 5.4 5.1
　５ｍ 1.9 4.0 0.9 1.6 0.6
　６ｍ 1.9 1.0 0.0 0.8 0.0
合計 43.9 55.0 27.1 29.6 31.2
（注）１　コナジラミ頭数は、黄色粘着板付着数を７日間当たりに換算した値

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 防虫ネットの比較表（抜粋） 

 

注 商品名は省略した 

 

 

写真 防虫ネットの通風性の実験 

 15



 

１. はじめに  

人が病原菌に感染する

代ギリシャの時代から知

ことである。以来、いろ

が昆虫の病気に関するそ

いる。この中でmicirob
合言葉のもとに微生物を

生物的防除を志す研究者

昆虫に寄生する微生物

は微生物群内の種によっ

違う。このため、微生物

物を選択する必要がある

ミウマ類など）に対して

いるが、施設栽培では糸

ここでは、施設害虫に対

 

２. 昆虫に寄生する微生

昆虫に病原を引き起こ

体病ウイルス)、ＧＶ（

ＶとＧＶは生物農薬と

（Bacillus thuringiens
には生物農薬として有望

菌は一般に、ウイルス

Metarhizium anisoplia
などのいろいろな昆虫に

これは、ウイルスと細菌

 

 

 

 

 

 

 
生物農薬、とくに糸状菌製剤の現状と課題 

静岡大学 農学部 生物生産科学科 

応用昆虫学研究室  西東 力 

ように、昆虫もいろいろな病気にかかる。昆虫が病気にかかることは古

られていたが、微生物の関与が証明されたのは今から１７０年ほど前の

いろな研究が行われてきた。1949年にはカリフォルニア大学のSteinhous

れまでの研究を体系化し、‘Principles of Insect Pathology’を著して

ial control（微生物的防除）という言葉が初めて使われ、この記念すべき
用いた害虫防除の研究が本格的にスタートした。昆虫病理学あるいは微

にとって本書がバイブル的な存在となっているのはこのためである。 
にはウイルス、細菌、糸状菌、微胞子虫などがあるが、微生物群あるい

て寄主昆虫、伝播・感染の経路などが異なり、感染しやすい気象条件も

の利用に際しては標的害虫への感染性や生息環境を考慮して最適な微生

。著者が取り組んでいる微小害虫（コナジラミ類、アブラムシ類、アザ

は糸状菌が適している。これらの害虫はとくに施設栽培で問題となって

状菌が感染しやすい高湿度環境を人為的に作り出せるという利点がある。

する糸状菌利用の話題を中心に紹介したい。 

物  

す代表的な微生物を表－１にとりまとめた。ウイルスにはＮＰＶ(核多角

顆粒病ウイルス）、ＣＰＶ（細胞質多角体病ウイルス）などがあり、ＮＰ

して商品化されている。細菌には世界で最もよく使われているＢＴ剤

is）や国内でも実用性評価の試験が始まったB. popilliaeがある。糸状菌
な菌種が多いものの、商品化されているのはごく一部にすぎない。糸状

や細菌と異なり、寄主範囲が広い。たとえば、Beauveria bassiana、
e、Pa ilomyce  fumosoroseusなどは甲虫目をはじめ、鱗翅目、半翅目
寄生する。糸状菌による感染・死亡虫は硬化し、体表にかびは生える。

による死亡虫が軟化するのと対照的である。 

ec s
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表－１ 昆虫に寄生する代表的な微生物  
微生物群 主 要 種 代表的な寄主 感染経路 

ウイルス NPV(核多角体病ウイルス) 

GV（顆粒病ウイルス） 

CPV（細胞質多角体病ウイルス） 

ハスモンヨトウ 

チャハマキ 

マツカレハ 

経口 

細菌 Bacillus thu ingiensis（BT） r

oBacillus p pilliae 

コナガなど 

マメコガネ 

経口 

糸状菌 Aschersonia aleyr dis o

e

i

rs t s

g

r

ro e rr c

i

Beauv ria bassiana（白きょう菌、黄きょう菌） 

Beauveria brongniart i 

Cordyceps spp.（冬虫夏草） 

Entomophthorales（疫病菌） 

Hi u ella thomp onii 

La enidium giganteum 

Meta hizium anisopliae（黒きょう菌） 

My th cium ve u aria 

Nomuraea riley（緑きょう菌） 

Paecilomyces fumosoroseus（赤きょう菌） 

Paecilomyces l nacinus（紫赤きょう菌） 

Verticillium lecanii 

コナジラミ、カイガラムシ 

ゾウムシ、など 

カミキリムシ、コガネムシ 

コウモリガなど 

アブラムシ、コナガなど 

サビダニ 

カ 

ゾウムシ、コガネムシなど 

センチュウ 

ハスモンヨトウなど 

コナジラミなど 

センチュウ 

アブラムシ、コナジラミ、 

アザミウマなど 

経皮、（経口） 

原虫 Nosema spp.（微胞子虫） タバコガ、バッタなど 経口、経卵、（経皮） 

 
 
３. 世界の生物農薬 

世界の生物農薬を網羅した“The BioPesticide Manual, second edition” (2001) によると、273
種類の生物資材（微生物、線虫、遺伝子、フェロモンなど）が殺虫剤、殺線虫剤、殺菌剤、除草

剤などとして開発・商品化されている。このうち 44種類は殺虫剤（殺線虫剤を含む）として開発
された微生物（系統）あるいは線虫で、内訳はウイルス 13、細菌 14、糸状菌 13、原虫２、線虫
２となっている（表－２）。ちなみに、同書の first edition（1998）に掲載されている生物農薬は
175種類であることから、わずか 3年の間に世界の生物農薬は 1.6倍に増えたことになる。先進
国において化学合成農薬数が激減している（日本の場合：平成４年6037件、平成 16年 4781件）
ことを考え合わせると、世界の目は生物農薬に集まっているとも言えよう。 
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表－２ 世界の生物農薬 （The BioPesticide Manual, second edition，2001) 
分  類 生物素材 種類数(%) 備  考 

Micro-organisms 微生物、線虫など 96 (35) 

・96種類のうち、殺虫・殺線虫剤は44種類（ウイルス

13、細菌14、糸状菌13、微胞子虫2、線虫2） 

・上記の糸状菌 13 種類のうち、昆虫対象は６種

(B auveria bassiana, B auv ia brongnia tii, 

Lagenidium giganteum, Metarhizium anisopliae, 

Paecilomyces fumosoroseus, V rti illium lecanii）、

線 虫 対 象 は ２ 種 （ Paecilomyces linacinus, 

Myrothecium verru a ia） 

e e er r

e c

c r

Natural Products 抗生物質など 51 (19) 

Macro-organisms 昆虫など 54 (20) 

Semiochemicals フェロモンなど 53 (19) 

Genes 毒素遺伝子など 19 (7) 

 

合計 273 (100)  

 

４. 国内の糸状菌製剤 

表－２に示したように、殺虫剤として商品化されている糸状菌は６種で、Lagenidium giganteum

（カ防除用）を除く５菌種は農業害虫を対象としている。このうち、国内では４菌種５製剤が販

売されている（表－３）。国産はバイオリサ・カミキリのみで、他の製剤は海外から輸入されてい

る。この表からわかるように、バイオリサ・カミキリおよびボタニガードESの野菜類への適用を

除くと、いずれも施設内での使用に限定されている。糸状菌は胞子（分生子）が昆虫の体表で発

芽し皮膚から侵入するが、胞子の発芽に不可欠なのが高い湿度である。糸状菌製剤がおもに施設

内で使用される理由は、窓を閉め切れば湿度を高めることができるからである。 

 

表－３ 国内で販売されている糸状菌製剤  

菌  種 製剤名 標的害虫 対象作物 

コナジラミ類 トマト、ミニトマト、キュウリ（施

設栽培） 

アザミウマ類 ナス（施設栽培） 
Beauveria bassiana 

ボタニガードES 

 

コナガ、アザミウマ類 野菜類 

キボシカミキリ 桑 

カミキリムシ類 果樹類 

ゴマダラカミキリ かえで 
Beauveria brongniartii バイオリサ・カミキリ 

センノカミキリ うど、たらのき 
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コナジラミ類 野菜類（施設栽培） 
Paecilomyces fumosoroseus プリファード水和剤 

ワタアブラムシ キュウリ（施設栽培） 

バータレック アブラムシ類 野菜類（施設栽培） 

コナジラミ類 トマト、ミニトマト（施設栽培） 

オンシツコナジラミ ナス（施設栽培） 
Verticillium lecanii 

マイコタール 

ミカンキイロアザミウマ キク（施設栽培） 

 

５. 糸状菌製剤の防除効果 

 糸状菌製剤を用いた防除試験の事例を２つ紹介する。図－１は化学農薬と比較した試験であ

る。施設栽培トマトのコナジラミ類（シルバーリーフコナジラミ、オンシツコナジラミ）に対し

てV. ec ii製剤は化学農薬（ブプロフェジン水和剤）に匹敵する高い防除効果を示している。た
だし、散布終了後に発育した上位葉では、V. lec ii製剤区でも化学農薬区でもコナジラミ密度が
上昇し始め、長期間にわたる防除効果は期待できないことがわかる。この点に関し、微生物農薬

の場合は病死虫から健全虫への感染、つまり二次感染に期待がかかるが、著者の経験によると、

満足すべき二次感染は観察されない。糸状菌による感染・死亡も、化学農薬と同様、散布液が付

着することによって起こる。 

 l an
an

 l a

a

 図－２は、寄主範囲が広いという糸状菌の特徴を生かし、害虫２種の同時防除を試みた事例で

ある。V. ec nii製剤は、施設栽培のメロンに発生したシルバーリーフコナジラミとミナミキイロ
アザミウマの双方に対して高い防除効果を示している。 
  
 
中
位
葉
（
散
布
葉
）
に
お
け
る
幼
虫
数
（
葉
当
た
り
）

上
位
葉
（
散
布
葉
）
に
お
け
る
幼
虫
数
（
葉
当
た
り
）

 
V.lecanii製剤 

 
ブプロフェジン水和剤

 
無処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ トマトのコナジラミ類に対するV.lec nii製剤の効果（西東, 2003a） 
       矢印は散布時期を示す。 
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図－２ メロンのシルバーリーフコナジラミとミナミキイロアザミウマに対する 

V.leca ii製剤の効果（西東, 2003a）  矢印は散布時期を示す。 n
 

６. 糸状菌製剤の課題 

 生物農薬は処理のタイミングがずれると防除効果が大きく低下してしまう。また、害虫が死亡

するまでに数日かかり速効的な効果は期待できない。防除効果の不安定性と遅効性は生物農薬が

抱える最大の課題となっているが、このことは生物と生物の相互関係を利用する生物農薬の宿命

であり、化学農薬との相違点でもある。そのことを容認したうえで、生物農薬の課題をできうる

限り克服する技術を開発すべきであろう。 
糸状菌の場合、より病原性の高い菌種・菌株の選抜は技術開発の基本であるが、病原性の面で

既知の菌株を大幅に上回るスーパー菌株はおそらく自然界には存在しないであろう。このため、

標的害虫への病原性にのみ着目した従来の研究は糸状菌利用が抱える抜本的な課題解決につなが

らない。菌株そのものを考えるならば、特異なスペクトラムを有する菌株とか、悪条件下でも発

芽し感染する性質といった新しいファクターに着目すべきであろう。 
糸状菌利用にとって、今、最も求められているのは感染を飛躍的に高め、安定した防除効果を

0 

100 

5月21日 5月28日 6月4日 6月12日 6月20日 

V.lecanii製剤 

無処理

幼
虫
数
（
葉
当
た
り
）

0 

100 

200 
ミナミキイロアザミウマ 

＞500 
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得るための工夫であろう。従来あまり努力が払われてこなかったこの分野にこそ糸状菌の未来を

切り開くブレイクスルーが隠されているように思える。たとえば、新しい処理方法とか、施設構

造を含めた環境条件作りといった周辺技術の改良である。その一環として検討している静電散布

法をつぎに紹介する。 
静電散布法とは、ノズル部分に電気的な帯電装置を備え、噴霧粒子をマイナスあるいはプラス

に帯電させることによって、薬液粒子の付着性を高める手法である。手動の肩掛け型や背負い型

と自動の設置型があり、実際に化学農薬の散布に用いられている。これを糸状菌製剤の散布に応

用しようというものであるが、施設内で静電散布を行う場合は大きな利点がある。第１は、害虫

が生息している葉裏にも菌液がよく付着し、散布ムラもできにくくなることである（表－４）。第

２は、自動の設置型の場合は、夜間、締め切った温室内で散布できることである。この点は、高

湿度環境が不可欠な糸状菌製剤にとって好都合である。第３は、糸状菌製剤には使用回数の制限

がないことから、自動の設置型を用いれば頻繁に散布できるようになる。散布回数を大幅に増や

す場合は、散布濃度を通常よりも低くすることも考えられる。また、夜間、水だけを静電散布し

て湿度をさらに高めることもできる。 
表－５は、静電散布された糸状菌製剤の基本的な防除効果を知るため、施設栽培トマトのシル

バーリーフコナジラミに対してP. fumosoroseus製剤を 1回散布して、その後の死亡率の推移を
調べたもので、散布 11日後に約 50%の死亡率が得られた。本剤は 1週間間隔で 3回散布が基本
とされていることから、1回散布による 50%という死亡率は数値的には妥当なものであろう。前
述のように、濃度を薄めて散布回数を増やしたり、各散布の翌日からは水だけを静電散布すると

いった手法を取り入れれば、死亡率をさらに高めることができると考えられる。いずれにしても、

化学農薬用に開発された静電散布法を糸状菌製剤に応用するためには、今後、多面的な検討が必

要である。 
 
表－４ 施設栽培トマトにP．fumosoroseus製剤１）を静電散布した場合の菌付着量 

（Saito, 2005） 
 

葉の表裏 調査葉数 
菌数 (cfu／cm2葉） 

（最大値－最小値） 

表 10 
8,199 

(2,794‒17,132) 

裏 10 
4,594 

(524‒12,132) 

表／裏  
1.8 

(5.3‒1.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）1,000倍 
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表－５ 施設栽培トマトにP．fumosoroseus製剤１）を静電散布した場合の 
シルバーリーフコナジラミ幼虫の死亡率 （Saito, 2005） 

 

処理 調査葉数 
処理11日後の幼虫死亡率（％） 

(最大値－最小値) 

静電散布 10 
48.1 

(23.8–75.9) 

無処理 10 
0.5 

(0–4) 

 

 

 

 

 

 

１)1,000倍 
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１. はじめに 

安全・安心な農産

として天敵昆虫が注

る。一方、野外には

用しようとする研究

千葉県農業総合研

ついて、数年前から

端技術を活用した農

総合研究センター、

リシステムズ）の中

めの試験やこれらの

芸作物害虫の天敵資

ここでは、本種の特

 
２. オオメカメムシ

 オオメカメムシは

オオタバコガ等のチ

州、四国、九州など

（写真４）。セミのよ

頭部が橙色、胸部及

孵化し、3５日程度
その間継続的に餌を

件下で休眠し、野外

オオメカメムシに

① これまでに製剤

態学的リスクが

も周辺の生態系

② これまでに製剤

種の害虫が混在

一方、オオメカ

 

「オオメカメムシ」の生物農薬としての登録に向けて 
 

千葉県農業総合研究センター応用昆虫研究室 
研究員  大井田 寛 

物が消費者から強く要望されている今日、化学合成農薬に代わる防除資材の一つ

目され、国内の公的試験研究機関を中心にその利用に向けた研究が進められてい

様々な害虫に対応する未利用の天敵が土着しており、これらを農業生産現場で利

も活発化している。 
究センターでも、国内に広く土着し複数種の害虫を捕食するオオメカメムシ類に

実用化に向けた研究を行っており、特に、平成14年度から3年間取り組んだ「先
林水産研究高度化事業」（農林水産省の公募研究事業、中核研究機関：千葉県農業

共同研究機関：千葉大学、中央農業総合研究センター、株式会社キャッツ・アグ

で、オオメカメムシ類の生理生態を明らかにするとともに、大量増殖法確立のた

天敵種による害虫防除試験を行ってきた。その結果、オオメカメムシは多くの園

材として有望であることを明らかにし、生物農薬としての実用化に目途をつけた。

徴及び上記研究の内容の一部を紹介する。 

とその特徴 

、施設園芸で問題になるアザミウマ類やハダニ類をはじめとする各種微小害虫、

ョウ目害虫の卵及び若齢幼虫等を捕食する（写真１～３）広食性天敵である。本

国内の広い地域に分布し、クズやヨモギなどが優占する雑草地でよく観察される

うに両脇に大きく突出した複眼（写真５）がその名の由来で、成虫は体長約5mm、
び腹部が黒色である。植物体の表面に産まれた卵は、25℃前後なら約10日程度で
で１～５齢幼虫期を経過したのち羽化する。羽化した成虫は３～４ヶ月程度生存し、

食べながら、死亡直前まで日当たり１～２個ペースで産卵を続ける。低温短日条

では成虫で越冬していると考えられる。 
は、これまでに製剤化されている天敵と比較して、以下の3つの特長がある。 

化されている天敵類は海外からの導入種が多く、万一施設外に逃亡した場合の生

懸念される。一方、本種は国内に広く分布する在来種であり、施設外に逃亡して

への影響が少ないと考えられる。 
化されている天敵類は、原則として 1 種類の害虫に対してのみ有効であり、複数
するような条件下では、それぞれに対応する複数種の天敵を用いる必要がある。

メムシは、施設園芸で問題となる複数種の害虫を食べることが確認されており、
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本種のみの利用によってこれらを同時に防除できる可能性がある。使用する天敵製剤の種類が減

れば、導入コスト削減にもつながる。 
③ これまでに製剤化されている天敵を大量に増殖させるためには、種類によって材料や方法は異な

るが、生きた餌や産卵のための植物を用意しなければならず、手間がかかる。オオメカメムシは

これらを用いずに簡易な方法で飼育できるため、生産コストの削減が期待できる。 
 
３. オオメカメムシによる害虫防除効果 

本種の2齢または3齢幼虫をイチゴのアザミウマ類やナミハダニ、スイカのワタアブラムシ等に対
して７～10日間隔で3回放飼したところ、無処理と比較して高い防除効果が得られ、被害も低く抑え
られた（写真６～８）。特にイチゴにおいては、春先に発生するアザミウマ類に対し、安定して効果を

発揮する天敵製剤がないため、今後の製剤化に高い期待がかかる。 
なお、これまで、個別の害虫に対して防除効果があることを数種類の作物と害虫の組み合わせで確

認しているが、複数種の害虫が同時発生している状況下での防除効果については未確認であるため、

今年度から検討していく予定である。 
 
４. おわりに 

 オオメカメムシは、製剤化によって環境保全型農業の推進に大きく貢献できると考えられる。現在、

製剤化に際してさらに必要となる知見の蓄積を継続中である。また、平成18年度からは、平成20年
度中のイチゴのアザミウマ類に対する登録取得と翌年度中の野菜類への適用拡大を目指して、農薬登

録のための効果試験を実施する予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ ナミハダニを食べる成虫                        写真２ オオタバコガ幼虫を攻撃した幼虫 
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写真３ アザミウマ成虫を食べる３齢幼虫              写真４ ヒメジョオンの花に飛来した成虫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真５ 大きく突出したオオメカメムシの複眼            写真６ イチゴの葉裏で活動中の3齢幼虫 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真７ 試験終盤までほぼ健全な状態を保った            写真８ ハダニによる甚大な被害が生じた 
オオメカメムシ放飼区のイチゴ株                        無処理区のイチゴ株（写真７と同日に撮影） 

 

「参考・引用文献」 
１．日本原色カメムシ図鑑／全農教 
２．農業総覧 病害虫防除・資材編 １１／農文協 
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１. はじめに 

 ＩＰＭ（総合的病害虫

これらの多くは、すべて

を読んで理解し、実践す

して生物農薬を利用する

防除は金のかかる防除法

問題になる病害虫は案外

ペストは違っていること

除は経済的にも労力的に

ームページ（http://www
いては、ホームページを

 イチゴに発生する重要

ミウマ類等の微小害虫、

色かび病等の病害がある

のかを簡単に判るように

 
２. 管理上の注意点 

・ 育苗期の管理；病害虫

育苗期は防除を徹底し

ある場合はアブラムシ

・ 病害虫の発生状況の把

況を把握する。コナジ

枚の葉裏調査、収穫時

・ 化学薬剤の選択；授粉

敵に影響の無い薬剤を

・ 生物農薬導入後の管理

切れないと判断された

を選んだ。状況に応じ

・ 物理的防除；害虫の侵

スモンヨトウ、オオタ

 

イチゴのＩＰＭ（総合的病害虫管理）

               東海物産株式会社 技術普及部  
浜村 徹三 

管理）に関するマニュアル本、解説書等が目に付くようになった。

のことに対処しようとするため、分厚いものとなり、生産者がこれ

ることはかなり難しいように思われる。また、すべての病害虫に対

ため、慣行防除よりもかなり高額の費用が要ることになり、生物的

というイメージが生まれつつあるように思える。自分の作物で毎年

と限られているものである。同じ作物でも周辺環境等によってキー

が多い。このキーペストをＩＰＭで制御できれば、全体の病害虫防

も楽なものになる。このような考えからイチゴにおけるＩＰＭをホ

.tokaibussan.com）上で提案したので、参考に供したい。写真につ
参照のこと。 
な病害虫としては、ハダニ類、アブラムシ類、コナジラミ類、アザ

ハスモンヨトウやオオタバコガ等のチョウ目害虫、うどんこ病、灰

。これらの病害虫が発生した時どのような天敵や薬剤が利用できる

病害虫毎に天敵と薬剤を示した。 

の発生源の多くは苗に付着して本圃に持ち込まれることが多いので

、健全苗の定植に心がける。また、定植後ビニール被覆までに間が

等の飛来に対処するため、粒剤の植穴処理を行う。 
握；生物農薬は害虫の発生初期に導入する必要があるので、発生状

ラミ、アザミウマは黄色粘着板、ハダニ、アブラムシは週一回の 30
の監視などによって、病害虫の発生に注意を払う。 
用にマルハナバチまたはミツバチを利用することを前提に、蜂や天

選んだ。多少でも影響がある薬剤は、その日数等を記した。 
；害虫数と天敵の定着、増殖等に注意を払い、害虫の発生が押さえ

場合は化学薬剤を散布する。その後も天敵が活躍できるような薬剤

て、部分的薬剤散布や部分的天敵放飼を行う。 
入発生を防ぐため、防虫ネット（ハダニ以外の害虫）、黄色灯（ハ

バコガ等）などもできるだけ取り入れる。 
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ハダニ類 
ナミハダニ（黄緑型と赤色型がある）、カンザワハダニ（赤ダニ）が主体。イチゴでは主に

葉裏に寄生し表面には変化が見られないので、発見が遅れがちである。葉に網をかぶせたよ

うな状況になって気付くことが多い。発生が多いと株全体が萎縮する。発生源は苗に付着し

ている場合が多く、周辺雑草からの侵入もある。発育は卵、幼虫、第一若虫、第二若虫、成

虫と進むが、それぞれの脱皮の前に静止期と呼ばれる動かない期間がある。卵から成虫まで

の発育期間は 25℃では 10日程度である。乾燥すると増殖が激しい。 

生物的防除： 
チリカブリダニ；ハダニだけを食べるエリートカブリダニで、世界的に利用されている。 

25℃では 6 日程度で発育しハダニより速い、一日４～５卵を産み、2～３週間にわたっ
て産卵を続け、一生に 70 卵程度を産む。性比は５：１（雌：雄）前後で雌が多いのが
特徴。商品名；カブリダニＰＰ、スパイデックス、チリトップ。放飼は 10ａ当たり 2000
頭をハダニの発生場所に重点的に放す。状況によって２～3回放す。 
ミヤコカブリダニ；チリカブリダニよりはハダニ制御能力はやや劣るが、環境の悪化に耐

える力は強い（餌不足、薬剤耐性、高温耐性など）。硫黄くん煙に対しても強い。商品

名；スパイカル 

化学的防除：（判りやすく商品名とする） 
マイトコーネフロアブル；神経系に作用すると考えられる殺ダニ剤。カブリダニをはじめ

天敵類への影響はほとんどない。イチゴでは収穫前日までに 1000 倍を散布する。薬剤
抵抗性を発達させないため、連用はしない。 
オサダン水和剤；やや遅効的であるが幼虫～成虫を殺す。ほとんどの天敵類に影響ない。 
ホコリダニ、サビダニにも有効。収穫前日までに 1000～1500倍を散布する。 
粘着くん液剤；デンプンにより虫体を被覆し、窒息死させる。抵抗性の心配はないが、卵

や静止期の幼虫、若虫には効果がほとんどなく、残効もない。天敵類に影響がないので

ハダニの密度を下げたい時使う。収穫前日までに 100倍をていねいに散布する。 
コロマイト水和剤；成分は土壌放線菌に由来し、ハダニの全ステージ（卵～成虫）に効果

を示すほか、ホコリダニ、サビダニにも有効。カブリダニにも多少影響があるので、時

期をずらして使う。収穫前日までに 2000 倍を散布する。緊急避難的な使用とし、連用
はしない。 

物理的防除： 
ダニ返し；ビニールを 45度以下の角度に折り返し、ハダニの侵入を防ぐ。 

 
アブラムシ類 
ワタアブラムシ、モモアカアブラムシ、ジャガイモヒゲナガアブラムシなど５～６種類が寄
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生する。通常は卵ではなく子虫を産むため増殖能力が極めて高い。成幼虫の出す分泌物にす

す病が発生する。高密度で環境が悪化すると有翅虫が生じ、移動分散する。広食性で作物間

や雑草との移動も頻繁に起こるので、開口部には防虫網を張って、有翅虫の侵入を防ぐ。定

植後ビニール被覆までの防除は定植時の粒剤（モスピランなど）処理が効果が高い。 

生物的防除： 
コレマンアブラバチ；アブラムシに産卵管を突き刺し、体内に産卵する。卵から孵化した

幼虫は体内組織を食べて成長し、アブラムシは死亡しマミー化する（褐色のミイラ状）。

ワタアブラムシ、モモアカアブラムシに効果が高いが、ヒゲナガアブラムシには効果が

ないので、他の天敵を利用する。商品名；アフィパール、アブラバチＡＣ、コレトップ。

あらかじめムギに発生したアブラムシに本種を寄生させておく、バンカー法も開発され

て、バンカー用ムギも市販されている。 
ショクガタマバエ；幼虫がアブラムシを捕食する。商品名；アフィデント（製剤は蛹） 
ヤマトクサカゲロウ；商品名はカゲタロウ、幼虫 300頭が入っているので、これをスポッ
ト放飼する。 
ナミテントウ；成虫・幼虫がアブラムシを捕食する。商品名；ナミトップ 

微生物製剤： 
バータレック ；昆虫病原性糸状菌（バーティシリウム・レカニ）、高湿度で効果が高い。 

化学的防除：（商品名） 
チェス水和剤；アブラムシ、コナジラミ等に選択的に効果があり、天敵への影響は少ない。

吸汁行動を抑止して死に至らしめるので、やや遅効的である。 
オレート液剤；界面活性剤であるオレイン酸ナトリウムが主成分で、気門をふさいで窒息

死させる。天敵への影響はない。野菜類で登録がある。 
アクタラ粒剤、モスピラン粒剤 ；定植時の処理に用いる。 

物理的防除：ネット、黄色粘着資材《バグスキャン、バグスキャンロール》 
 
コナジラミ類 
オンシツコナジラミが主体であるが、イチゴコナジラミ、シルバーリーフコナジラミも寄生

する。多発生すると成幼虫の出す分泌物にすす病が発生する。卵から孵化した幼虫は移動す

るが、一旦定着した幼虫は蛹（４齢幼虫ともいう）まで、移動しない。成虫まで発育するに

は１ヵ月近くを要するが、葉裏に寄生するため発見が遅れ、気がついた時は葉に触ると粉が

舞い上がるような状況になる。 

生物的防除： 
オンシツツヤコバチ；雌成虫がコナジラミの３，４齢幼虫に好んで産卵し、寄生されたコ
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ナジラミは黒化したマミーになる。また、１、２齢幼虫には産卵管を刺して殺し、その

体液を摂取する。コナジラミの発生初期に放飼する。製剤は厚紙に黒色マミーが張りつ

けてあり、この紙を作物に吊るす。商品名；エンストリップ、ツヤコバチＥＦ、ツヤト

ップ 
プリファード水和剤；昆虫病原性糸状菌（ペキロマイセス フモソロセウス）がコナジラ

ミ類の全ステージ（卵、幼虫、蛹、成虫）に感染する。本剤の効果を十分に発揮させる

ためには散布後８～９時間にわたって施設内を湿度 80％以上に保つ。葉裏にかかるよう
7日間隔で 3回散布する。 

化学的防除： 
ラノーテープ；殺虫成分ピリプロキシフェンを含むテープ。天敵類、花粉媒介昆虫への影

響はほとんどない。野菜類（施設栽培）に登録がある。 
チェス水和剤；オンシツコナジラミの他、アブラムシ類にも効果がある。（アブラムシの

項参照） 
モスピラン水溶剤；オンシツコナジラミの他、アザミウマ類にも効果がある。天敵にも多

少悪影響がある。オンシツツヤコバチとは併用困難、マルハナバチにも３日程度影響が

ある。 

物理的防除：ネット（１ｍｍ目合い）、黄色粘着資材《バグスキャン、バグスキャンロール》 
 
アザミウマ類（スリップス類） 
ミカンキイロアザミウマ、ヒラズハナアザミウマなどが寄生する。成虫は主に花に寄生し、

組織中に産卵する。孵化した幼虫は果実の表面を食害し、やがて株元付近の土中で蛹になる。

卵から成虫までの発育期間は 25℃では 12日と短い。多発すると果実が黄化、褐変し光沢が
なくなる。定植後に周囲から飛来した成虫が発生源になるので、周辺の発生源の除去に努め

るとともに、飛来防止のため開口部にネット（1mm 目合い）を張る。秋に侵入した成虫か

ら徐々に増殖し、春になって気温の上昇とともに多発するので、粘着板を設置して発生状況

を把握する。 

生物的防除： 
タイリクヒメハナカメムシ；土着のヒメハナカメムシで、アザミウマの成・幼虫を捕食す

る他、ハダニ、アブラムシ等も捕食する。太い口吻を害虫の体に突き刺し、体液を吸収

して殺す。適温では卵から成虫まで約 2週間で発育する。何でも攻撃し、餌不足の時は
チリカブリダニも攻撃する。商品名；オリスターＡ（100頭入り）、タイリク（250頭入
り）。 
ククメリスカブリダニ；アザミウマを捕食するカブリダニで、主として幼虫を捕食する。

待ち伏せ型の天敵なので、害虫密度が低い時期に予防的に導入するのがよい。商品名；
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ククメリス、メリトップ。500mlボトルに 50,000頭が入っており、一振り約 100頭を
株毎に放飼する。 
デジェネランスカブリダニ；本種もアザミウマを捕食するカブリダニ。おわんをかぶせた

ような特異な形態をしたやや大型のカブリダニ。商品名；スリパンス 
アリガタシマアザミウマ；アザミウマを捕食する天敵アザミウマ。商品名；アリガタ 

化学的防除： 
マッチ乳剤；キチン合成阻害剤、ミカンキイロアザミウマとオオタバコガ等に効果がある。 
ほとんどの天敵類に影響がないが、ハナカメムシ類には悪影響がある。 
カスケード乳剤；キチン合成阻害のＩＧＲ剤で、ミカンキイロアザミウマの他、オオタバ

コガ、ハダニ類等に活性がある。やや遅効的であるが残効はある。天敵への影響は少な

いがハナカメムシ、クサカゲロウには悪影響がある。マルハナバチへの影響は２日程度。 
アタブロン乳剤；キチン合成阻害のＩＧＲ剤で、ミカンキイロアザミウマ、ハスモンヨト

ウに登録がある。ハナカメムシ類以外の天敵にはほとんど悪影響はない。マルハナバチ

への影響は４日程度。 

物理的防除：ネット、粘着資材《バグスキャン、バグスキャンロール》 
 
チョウ目害虫 
ハスモンヨトウ、オオタバコガなどが発生する。夏から秋に多くなる傾向があり、成虫が苗

床や定植直後に侵入して産卵する。侵入させない対策が重要である。 

生物的防除： 
ＢＴ剤 ；ＢＴ菌が生成する毒素を食べた幼虫は中腸の膜が破壊され、消化吸収ができな

くなり餓死する。従って、やや遅効的であるが、ほぼ化学薬剤と同様の処理方法で、ハ

スモンヨトウ、オオタバコガの幼虫に効果が高い。天敵類、マルハナバチへの影響は全

くない。商品名；ゼンターリ、クオーク、フローバックなど多数がある。 
フェロモン製剤 ；性フェロモンによる交信撹乱剤で、オオタバコガ、ハスモンヨトウな

どの新成虫の交尾を阻害し、次世代の卵が産まれないようにする。今いる幼虫を殺すこ

とはない。商品名；フェロデンＳＬ、ヨトウコン－Ｈ、コンフューザーＶ 

化学的防除： 
プレオフロアブル；新規構造の殺虫剤で、イチゴではハスモンヨトウに登録があり、アザ

ミウマ類にも活性がある。天敵類、花粉媒介昆虫への悪影響はない。 
マッチ乳剤；既述（アザミウマの項参照） 
ノーモルト乳剤；キチン合成阻害剤で、幼虫の脱皮を阻害して殺す。天敵への影響はほと

んどないが、クサカゲロウ（アブラムシの天敵）には多少影響がある。マルハナバチへ

の影響は１日程度。 
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カスケード乳剤；既述（アザミウマの項参照） 

物理的防除：ネット 
 
病害対策 
病害防除には生物的防除資材は多くないが、天敵類に影響の少ない殺菌剤は多いので、それ

らを掲載した。これらの殺菌剤も連用すると耐性菌の発達が考えられるので、ローテーショ

ン散布に心がける。 

うどんこ病 
糸状菌の一種で、葉、葉柄、花蕾、幼果、熟果など地上部のあらゆる部分にうどん粉状のか

びを生じる。乾燥した時に被害が大きく、病原菌は水に弱い。 
生物的防除：ボトキラー 
化学的防除：ラリー、サンヨール、ポリオキシン、硫黄くん煙《新こなでん》 
 
灰色かび病 
果実を侵す糸状菌で、うどんこ病と双璧。主に果実を侵すが時には根冠部を侵し、株を枯ら

すこともある。果実に灰色のかびを生じる。見つけしだい除去する。 
生物的防除：ボトキラー《ダクト散布機》 
化学的防除：アミスター、ロブラール、スミレックス、ポリオキシン 
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は、このように化学

 しかしながら、近
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紹介することにした

 
２. 材料及び方法 

（１）供試カブリダ

 ミヤコカブリダニ

 チリカブリダニ 

 ケナガカブリダニ

 これらのカブリダ

 

天敵カブリダニ類に悪影響のない薬剤の選択

  東海物産株式会社 技術顧問 
（元野菜茶業研究所）浜村 徹三 

ピーマン・トマト・イチゴ等においては生物農薬の利用を中心としたＩ

理）が促進されつつある。近年、多くの生物農薬の登録が作物別から野

使いやすくなったこともあり、ＩＰＭは今後も作物、地域ともに拡大す

られる。生物的防除法は生き物を使うため、条件によっては効果が十分

り、生物農薬のない病害虫が発生することもある。このような場合でも

できる方法がなければＩＰＭの発展は望めないであろう。生物農薬を利

中で薬剤を使う場合は天敵に悪影響の少ない薬剤が望ましいが、従来こ

て少なかった。真梶(1976)はチリカブリダニに対する農薬の影響を調べ、
る有機リン剤やカーバメート剤等の殺虫剤は悪影響が強く、共用はでき

した。チリカブリダニ等の天敵資材が我が国において実用化が遅れたの

的防除と相容れないことが原因であった。 
年登場してきた新規殺虫剤の中には天敵に悪影響のない薬剤も多く含ま

ここではハダニの天敵であるカブリダニ３種（チリカブリダニ、ミヤコ

カブリダニ）に悪影響の少ない薬剤を明らかにしたので（浜村ら：2004）
。 

ニ 
：我が国の農業生態系の中でハダニの天敵の優占種になりつつあると言 
われている。商品名スパイカルで野菜類に登録があるコパート社に由

来する系統を用いた。 
：商品名スパイデックス、カブリダニＰＰ、チリトップが野菜類等に登 
録がある。コパート社に由来する合成ピレスロイド抵抗性系統（浜村，

2002）を用いて試験した。 
：茶園では有機リン剤等に抵抗性となりカンザワハダニの防除に有効に 
働いていることが知られる（浜村：1986など）。供試した系統は三重
県安濃町のインゲンマメから採集した個体群で、感受性系統と考えら

れる。 
ニはインゲンマメで飼育したナミハダニ黄緑型を餌として２５℃で継
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代飼育し、試験のつど雌成虫を取り出して用いた。 

（２）薬剤と散布方法 
 薬剤は市販品を用い、カブリダニ３種の雌成虫と卵について各薬剤の影響を調べた。直径

９cm のシャーレ内の寒天ゲル上に置いたナミハダニ寄生のインゲンマメ葉にカブリダニを

筆で接種した。寒天ゲルの周りに水を張ってダニの逃亡を防いだ。接種直前に葉上のハダニ

の網は筆で取り去り、薬液が均一にかかるようにした。散布濃度は実用濃度とし、回転式薬

剤散布塔（みずほ理化製）で８ml（付着量４mg／cm 2 ）を散布した。この量は散布直後は
カブリダニ雌成虫が水滴の中で動けなくなるくらいの十分な量である。散布後は約１時間低

湿度条件で乾燥させ、その後は 25℃の恒温室に保持した。卵以降の発育率は低湿度では低く
なるので、同型のバットを被せることで、70％以下の湿度にならないようにした。 

（３）雌成虫に対する試験 
 雌成虫の試験は１シャーレ当たり 10～20 個体を放飼し、３反復とした。放飼した当日に
薬剤散布し、原則として１日後に生死を判定した。判定が困難な場合は２日後に行った。歩

行不能虫は死亡とみなし、逃亡虫は生存率の計算から除いた。また，24時間後の産卵数も調
査し、産卵への影響も調べた。 

（４）卵に対する試験 
 卵の試験では１シャーレに 10～15個体の雌成虫を放飼し、24時間産卵させ、雌成虫を取
り除いて卵のみにしてから薬剤を散布した。１シャーレ当たりの産卵数は 30～40 卵で、３
反復とした。調査は原則として散布５日後に発育率（成熟率）を調べた。この期間は一部第

二若虫のこともあるが、ほとんどは成虫になる時期である。散布葉上で発育しているので、

幼若虫に対する影響も調べたことになる。なお、途中で餌が不足する場合はハダニを追加接

種した。薬剤の影響の判定は、ＩＯＢＣの室内試験の基準に準拠し、４段階に分けた（表１，

２）。 
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表１ ３種カブリダニに対する殺虫剤の影響 

薬剤名 散布濃度 ステージ ミヤコ チリ ケナガ

（倍率）  　　　    評価
a
；死虫数／供試虫数(産卵数）

b

殺虫剤
　　ＩＧＲ  フルフェノクスロン乳剤 ×3,000 雌成虫 ◎；10/60 (2.0) ◎；0/40 (2.7) ◎；15/55 (1.4)

(カスケード） 卵 ◎；0/106 ◎；1/145 ◎；2/100
クロルフルアズロン乳剤 ×2,000 雌成虫 ◎；0/34 (1.8) ◎；1/38 (2.6) ◎；0/51 (2.2)
（アタブロン） 卵 ◎；0/55 ◎；0/88 ◎；0/66
テフルベンズロン乳剤 ×2,000 雌成虫 ◎；3/47 (2.8) ◎；0/40 (2.6) ◎；3/42 (3.2)
（ノーモルト） 卵 ◎；0/100 ◎；0/70 ◎；0/81
クロマフェノジド水和剤 ×1,000 雌成虫 ◎；1/53 (2.7) ◎；3/45 (3.0) ◎；2/55 (2.5)
（マトリックＦ） 卵 ◎；0/157 ◎；0/132 ◎；0/95
ルフェヌロン乳剤 ×2,000 雌成虫 ◎；0/58 (2.2) ◎；0/43 (2.7) ◎；0/59 (1.9)
（マッチ） 卵 ◎；0/95 ◎；0/101 ◎；0/99
テブフェノジド水和剤 ×2,000 雌成虫 ◎；1/46 (2.3) ◎；0/42 (2.7) ◎；1/55 (2.5)
（ロムダンＦ） 卵 ◎；1/71 ◎；0/96 ◎；5/53
シロマジン液剤 ×1,000 雌成虫 ◎；0/62 (2.1) ◎；0/32 (1.9) ◎；0/60 (2.5)
（トリガード） 卵 ◎；0/64 ◎；0/115 ◎；0/77

　ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ アセタミプリド水溶剤 ×4,000 雌成虫 ◎；4/48 (1.6) ◎；6/43c (1.2) ○；26/39c (0.1)
（モスピラン） 卵 ○；41/80 △；121/128 △；46/51

ニテンピラム水溶剤 ×1,000 雌成虫 ○；33/56
c
 (0.8) ○；29/48 (1.0) ○；27/43 (0.6)

（ベストガード） 卵 △；93/98 ×；62/62 △；109/114
クロチアニジン水溶剤 ×2,000 雌成虫 ◎；5/48 (0.4) ○；11/26 (0.5) ○；15/44 (0.3)
（ダントツ） 卵 ◎；0/73 ◎；0/76 △；60/64
チアクロプリド水和剤 ×4,000 雌成虫 ○；47/62 (1.0) ○；34/44 (0.5) ○；50/63 (0.8)
（バリアード顆粒） 卵 ◎；13/145 △；48/55 ◎；28/103

　有機リン クロルピリホスメチル乳剤 ×1,000 雌成虫 ◎；7/70 (1.6) △；43/44 (0.0) △；55/61 (0.3)
（レルダン） 卵 ◎；4/96 ◎；9/97 ◎；3/98
ＤＤＶＰ乳剤 ×2,000 雌成虫 ◎；9/75 (1.5) ×；44/44 (0.0) ○；46/70 (0.4)
（ＤＤＶＰ） 卵 ◎；0/113 ○；75/124 ◎；0/102
スルプロホス乳剤 ×2,000 雌成虫 ○；40/75 (1.0) ×；45/45 (0.5) ×；56/56 (0.1)
（ボルスタール） 卵 ○；58/133 ×；108/108 ×；142/142

　ＢＴ ＢＴ水和剤 ×　500 雌成虫 ◎；0/48 (2.1) ◎；0/34 (3.3) ◎；0/46 (2.3)
（バシレックス） 卵 ◎；0/73 ◎；0/64 ◎；0/97

　ｶｰﾊﾞﾒｰﾄ ピリミカーブ水和剤 ×2,000 雌成虫 ◎；9/52 (2.0) ◎；1/44 (2.6) ○；37/49 (0.2)
（ピリマー） 卵 ◎；1/99 ◎；0/108 ◎；0/21

　その他 ピリダリル水和剤 ×1,000 雌成虫 ◎；2/56 (3.1) ◎；0/53 (2.8) ◎；1/58 (3.0)
(プレオＦ） 卵 ◎；0/170 ◎；0/151 ◎；0/117
インドキサカルブ水和剤 ×2,000 雌成虫 ◎；2/56 (1.6) ◎；0/45 (2.4) ◎；0/63 (2.1)
（トルネード） 卵 ◎；0/93 ◎；0/119 ◎；2/68
ピメトロジン水和剤 ×2,000 雌成虫 ◎；3/61 (1.9) ◎；1/44 (2.5) ◎；2/55 (2.1)
（チェス） 卵 ◎；2/47 ◎；0/103 ◎；0/65
オレイン酸ナトリウム液剤 ×　100 雌成虫 ◎；4/62 (2.4) ◎；6/38 (2.1) ◎；6/61 (2.3)
（オレート） 卵 ◎；0/178 ◎；0/160 ◎；0/204

スピノサド水和剤 ×3,000 雌成虫 ◎；8/59 (1.8) ◎；2/12
d
 (2.7) △；33/36 (0.0)

（スピノエース顆粒） 卵 ○71/98 ○；61/113 △；57/66

チアメトキサム水溶剤 ×2,000 雌成虫 ◎；2/18d (1.9) △；10/12d (1.4) ◎；3/17d (2.0)
（アクタラ顆粒） 卵 ◎；4/82 ◎；1/33 ◎；2/116
エマメクチン安息香酸塩乳剤×2,000 雌成虫 ×；54/54 (0.1) ×；60/60 (0.4) ×；55/55 (0.3)
（アファーム） 卵 ×；76/76 ×；78/78 △；92/95

a：死亡率(%)　；◎≦３０，　３０＜○≦８０，　８０＜△≦９９，　９９＜×（ＩＯＢＣの室内試験基準）
b
：１雌１日当たり平均産卵数（全産卵数／供試虫数）
ｃ：生存虫も細く元気なし。
ｄ
：逃亡虫多く、供試虫数が少ない。
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表２ ３種カブリダニに対する殺ダニ剤、殺菌剤の影響 

薬剤名 散布濃度ステージ ミヤコ チリ ケナガ

（倍率）  　　　    評価
a
；死虫数／供試虫数(産卵数）

b

殺ダニ剤 クロフェンテジン水和剤 ×2,000 雌成虫 ◎；3/54 (2.1) ◎；1/57 (2.3) ◎；2/57 (1.3)
（カーラＦ） 卵 ◎；2/97 ◎；2/55 ◎；5/102
酸化フェンブタスズ水和剤×1,500 雌成虫 ◎；1/51 (2.5) ◎；0/32 (3.0) ◎；2/58 (1.8)
（オサダン） 卵 ◎；0/75 ◎；0/52 ◎；0/95
アセキノシル水和剤 ×1,000 雌成虫 ◎；4/58 (1.5) ◎；1/43 (2.7) ◎；8/57 (1.1)
（カネマイトＦ） 卵 ◎；4/29 ◎；3/52 ◎；0/54
ビフェナゼート水和剤 ×1,000 雌成虫 ◎；2/57 (2.2) ◎；1/45 (3.1) ○；21/47 (1.9)
（マイトコーネＦ） 卵 ◎；2/52 ◎；1/81 ◎；0/63
エトキサゾール水和剤 ×2,000 雌成虫 ◎；1/49 (2.3) ◎；0/28 (2.0) ◎；0/31 (1.4)
（バロックＦ） 卵 ×；62/62 ×；65/65 ×；43/43
ジェノクロル水和剤 ×1,000 雌成虫 ◎；5/52 (1.6) ◎；3/36 (2.4) ◎；5/45 (1.8)
（ペンタック） 卵 ×；38/38 ×；60/60 ×；46/46
ミルベメクチン水和剤 ×1,500 雌成虫 ○；22/51 (0.5) △；34/42 (0.1) ○；38/61 (0.1)
（コロマイト） 卵 ○；67/110 ×；41/41 ×；126/126
テブフェンピラド乳剤 ×2,000 雌成虫 ×；57/57 (0.1) ×；45/45 (0.0) ○；37/53 (0.1)
（ピラニカ） 卵 ×；84/84 ×；66/66 ×；89/89

殺菌剤 イプロジオン水和剤 ×1,000 雌成虫 ◎；3/59 (1.3) ◎；1/47 (1.8) ◎；2/57 (1.3)
（ロブラール） 卵 ◎；0/107 ◎；2/159 ◎；1/109
トリフルミゾール水和剤 ×3,000 雌成虫 ◎；1/57 (2.0) ◎；1/49 (2.9) ◎；0/56 (2.4)
（トリフミン） 卵 ◎；0/84 ◎；0/80 ◎；0/94

a
：死亡率(%)；◎≦３０，　３０＜○≦８０，　８０＜△≦９９，　９９＜×（ＩＯＢＣの室内試験基準）
b
：１雌１日当たり平均産卵数（全産卵数／供試虫数）

 
 
３. 結果と考察 

（１）殺虫剤 
 各薬剤のカブリダニ３種に対する影響を表１に示した。但し、すべてが×であった薬剤は

表から省いた。ミヤコカブリダニ・チリカブリダニ・ケナガカブリダニの３種の雌成虫およ

び卵からの発育に悪影響を及ぼさない殺虫剤が 12 剤確認された。ＩＧＲ剤（昆虫成長制御
剤）では、カスケード乳剤・アタブロン乳剤・ノーモルト乳剤・マトリックフロアブル・マ

ッチ乳剤・ロムダンフロアブル・トリガード液剤の７剤すべてが◎(死亡率 30％以下)であっ
た。薬剤グループとしてはその他に分類されるものの中では、プレオフロアブル・トルネー

ド水和剤・チェス水和剤・オレート液剤の４薬剤がすべて◎であった。ＢＴ（バシレックス）

水和剤も全く影響が認められなかった。 
 雌成虫の試験における産卵数は供試したカブリダニの種類と状態、餌ハダニの量、接種か

ら調査までの時間等によって影響を受けるが、正常な状態では１雌当たり１日平均 1.5～3.0
個程度の産卵数になる。全てに◎が付いた上記の薬剤においては、産卵数の減少などの影響

も認められなかった。従って、これらの薬剤はカブリダニの生存、発育，産卵などにほとん

ど影響が無いと考えられる。これらの殺虫剤はりん翅目害虫、アザミウマ類、ハモグリバエ

類、アブラムシ類、コナジラミ類に卓効を示す薬剤が含まれており、ＩＰＭ体系における、

緊急防除剤として役に立つものと考えられる。当然のことながら、その際には登録について
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の注意が必要である。 
 ネオニコチノイド剤はカブリダニの種類やステージによってふれが見られたが、ある程度

の悪影響が見られた。ダントツ水溶剤はミヤコカブリダニの雌成虫、卵に◎であったが，雌

の産卵数が少なかった。また、これらの薬剤の中には、雌成虫が死亡しないのに体が細く元

気のない状態で、その後も回復が見られない場合があり、モスピラン水溶剤のチリカブリダ

ニ、ケナガカブリダニ並びにベストガード水溶剤のミヤコカブリダニで認められ、いずれも

産卵数は極端に少なかった。 
 有機リン剤の３薬剤ではボルスタール乳剤が最も悪影響が強く、チリとケナガはすべて×

であったが、ミヤコは○であった。レルダン乳剤とＤＤＶＰ乳剤はミヤコは◎で，他の２種

は明らかに１ランク以下の低レベルであった。このことからミヤコカブリダニは有機リン剤

に対しては感受性が低下していると判断された。 
 カーバメイト系薬剤のアブラムシ剤であるピリマー水和剤はミヤコとチリには悪影響は

無かったが，ケナガカブリダニに対しては高い死亡率の○であった。 
 その他の系統の薬剤のうち、アファーム乳剤はほとんど×であった。逃亡虫は薬剤に忌避

作用のある場合や、苦悶時間が長い場合に増加すると考えられるが、このような例はスピノ

エース水和剤のチリカブリダニ、アクタラ顆粒水溶剤における３種カブリダニで見られた。

すべてが×で表から省いた殺虫剤はコテツフロアブルとハチハチ乳剤である。 

（２）殺ダニ剤・殺菌剤 
 殺ダニ剤の中では、カーラフロアブル、オサダン水和剤、カネマイト水和剤の３薬剤がす

べて◎であった（表２）。マイトコーネフロアブルもケナガの雌成虫を除いて◎であった。

これらの殺ダニ剤は放飼したカブリダニの効果が十分でなく、ハダニの被害が発生しそうな

場合や、カブリダニ放飼前にハダニの密度が高すぎる場合に散布する薬剤として適している

と思われる。 
 バロックフロアブルとペンタック水和剤はいずれも雌成虫には影響がなかったが、卵から

の発育には悪影響が強かった。コロマイト乳剤はいずれの種に対しても悪影響が認められ、

ピラニカ乳剤ではケナガカブリダニ雌成虫以外はすべてが死亡した。すべてが×で表から省

いた殺ダニ剤はケルセン乳剤、マイトクリーン水和剤である。 
 殺菌剤ではロブラール水和剤、トリフミン水和剤がすべて◎であった。  
  
４. おわりに 

 今回の調査で、３種のカブリダニ雌成虫と卵にほとんど悪影響がない殺虫剤は 12 剤に上
った。真梶(1976)がチリカブリダニ導入当時に調べた結果ではＢＴ剤の１薬剤のみであった
ことを思うと隔世の感がある。つまり、殺虫剤の開発が選択性，低毒性の方向へ大きく変化

してきたことを示している。農薬イコール有毒という考え方を改めていく必要がある。前述

のようにこれらの殺虫剤はリン翅目害虫を始めとする重要害虫に卓効を示す薬剤を含んで
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いることから、効率的で安定的なＩＰＭを構築できる下地は十分に整ったと言える。本文が

各作物におけるＩＰＭ体系の薬剤選択に少しでも役立てば望外の喜びである。 
引用文献 
１）浜村徹三(1986)茶試研報 21：121-201． 
２）浜村徹三(2001)平成 12年度野菜・茶業研究成果情報 31-32． 
３）浜村徹三・篠田徹郎(2004)関西病虫害研究会報 46：63-65． 
４）真梶徳純(1976)果樹試報Ｅ，1：103-116． 
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バータレック・マイコタールへの農薬の影響表
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ボタニガードＥＳへの農薬の影響表
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プリファード
®
水和剤水和剤水和剤水和剤　　　　　混用参考表

� サルバトーレME

� サンヨール乳

� スミブレンド水和

� スミレックス水和

� ベルクート水和

� フルピカ フロアブル

� ボトキラー水和

� ポリオキシンAL水溶

� ポリオキシンAL水和

� ランマン フロアブル

� ラリー水

� ルビゲン水和

� アカリタッチ乳

� アクタラ水溶

� アドマイヤー水和

� アファーム乳

� アプロード水和

� アルバリン顆粒水和

� コテツ フロアブル

� コロマイト乳

� スタークル顆粒水和

� スピノエース顆粒水和

� ダニトロン フロアブル

� ダントツ水溶

� チェス水和

� トリガード水和

� 粘着くん液

� バリアード顆粒水溶

� バロック フロアブル

� プレオフロアブル

� ベストガード水溶

� マイトコーネフロアブル

� マシン油乳

� マブリック水和

� モスピラン水溶　　　　

� アプローチＢＩ

� スカッシュ

� サブマージ

� ミックスパワー　（3000倍）

� 特製リノー

� パフォームCA（葉面散布剤）

� ダイサンゲン（葉面散布剤）

� アミスター フロアブル

� アリエッティC水和

� オーソサイド水和

� カリグリーン水和

� キノンドー水和

� クリーンヒッター

� ゲッター水和

� サプロール乳

� イオウフロアブル

� ジマンダイセンフロアブル

� ストロビー フロアブル

� セイビアーフロアブル

� ダコニール１０００

� トップジンM 水和

� トリフミン水和

� リドミルＭＺ水和

� ユーパレン水和

� ロブラール500アクア

� Zボルドー水和

� アグロスリン乳

� アディオン乳

� エスマルク水

� オレート液

� カスケード水和

� カネマイトフロアブル

� サンマイト フロアブル

� ゼンターリ水

� テデオン乳

� トアローCT水

� ノーモルト乳

� バシレックス水

� ハチハチ乳

� ピラニカＥＷ

� マッチ乳剤

� モレスタン水和

� ロディー乳

� アイヤー

� ミックスパワー　（1000倍）

� ニーズ

2005.10

注）プリファード水和剤との混合散布液を作る場
　　合は、散布直前にタンク混合する。
注）散布液は速やかに使い切る。

注）プリファード水和剤の散布10日くらい前から

　　は使用を控えることが望ましい。

混用可能 混用不可

*  プリファード
®
水和剤 はペキロマイセス　フモソロセウス菌製剤の商品名です。



想 

外来生物法とマルハナバチとネット  

                        東海

                          

 
 今年 6月、特定外来生物による生態系等に係わる被害の防止に関する法律（
が施行され、第一陣としてアライグマやオオクチバスなどの動植物３７種が特

指定されました。特定外来生物に指定されると輸入、飼育等が規制され、違反

３００万以下、法人では１億円以下の罰金が科せられます。 
農業分野で広く流通しているセイヨウオオマルハナバチは、指定を前提とし

に審議が継続中であり、今秋にも特定外来生物に追加指定される可能性が非常

あります。セイヨウオオマルハナバチの利用に当たっては、飛散防止用ネット

済み巣箱の適正処理（完全殺虫）など、施設外への拡散を防止するための適切

ることが農水省より指導されています。しかし、ここ数年の生産物価格の低迷

や農家の投資意欲の低下で、飛散防止用ネットの設置がなかなか進まない状況

当社はセイヨウオオマルハナバチの販売だけでなく、ネットを含むハウス資

ウスの設計、施工も行なっています。法施行を前提に、ネットの展張を率先し

おりますが、現場では様々な問題が発生しています。 
まずネットの目合（ネットの目の粗さ）の問題です。最新の全天候型ハウス

初めからネットの使用を前提に、換気効率も高めて設計してあるので、細かい

に対応できます。しかし既存のハウスは、換気効率が悪いので細かい目合のネ

ハウス内温度が上昇して障害が発生する場合があります。ハウス内の温度上昇

循環扇や細霧冷房等の設置も必要になります。また目合は、マルハナバチの飛

らば網目４mmで十分ですが、IPM等を合わせて考えることが重要です。例え
類対策では４mm、アブラムシ、スリップス類対策では１mm、シルバーリー
（トマト黄化葉巻病）対策では０.４ｍｍの目合が選択されます。 
続いてはハウス構造の違いによるコストの問題です。パイプを使った丸屋根

農家自身によるネット工事が可能ですが、H鋼を使った三角屋根のハウスは専
する場合が多く、設置コストが高くなります。またセイヨウオオマルハナバチ

に指定されることが決まった場合、ネットの設置工事が集中することが懸念さ

いずれにしても、防虫ネットを利用した IPM はハウス栽培の主流になって

れますので、外来生物法とも合わせて、ネットの施工を実施していただくこと

ます。 
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物産株式会社 
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随想 

シロアリとニューオーリンズ  

                        アリスタライフサイエンス㈱ 
                           山中 聡 

 
数年前に微生物によるシロアリのバイオロジカルコントロールの研究を進めていました。シ

ロアリは蟻や蜂と同じ様に社会性を有していますが、前二者が昆虫網膜翅目に属する一方シ

ロアリは等翅目に分類されます。即ちゴキブリと同じ仲間です。国内では十数種類のシロア

リが分布していますが、その中で家屋の害虫として重大なのはイエシロアリです。 
シロアリを退治するのには、まずその生態上重要な社会性を理解しておく必要があります。

社会性とは協調関係を持って組織される個体の集合で相互のコミュニケーションを持つと

いうことです。シロアリは巣をつくり、兵蟻、職蟻、女王蟻、雄蟻とその子孫たちから構成

されています。巣の作成、外的からの防衛は兵蟻が行い、食料の補給は職蟻の仕事です。職

蟻以外は自分で餌をとらず、職蟻が巣に持ち帰って彼らに餌を与えています。 
シロアリは巣から蟻道という道路を作り、餌を運搬しています。蟻道の長さは大規模な場合

数百ｍから数Kmにわたります。 
この仕事に関連して私は米国ルイジアナ州ニューオーリンズにある米国農務省(USDA)の研
究所を訪問しました。米国の中でも、この施設が一番シロアリのことを研究しているところ

です。何故ならばニューオーリンズの街の建物はほとんどシロアリの巣の上に建設されてい

るといっても過言ではない状況にあるからです。そのため、イエシロアリ駆除の研究をする

ためには、研究の最先端であるこの施設の研究や研究者との意見交換が非常に参考になりま

す。米国南部を中心とした一体はイエシロアリの生息地域で、その被害は家の破損、修理費

用、防除費用などを加えると 1,200億円($1Billion)にも達しています。ニューオーリンズは、
フランス統治時代の雰囲気が残っている旧市街フレンチクォーターやジャズの本場・バーボ

ンストリートなどがあり他の米国の都市とは違う趣のある素敵な場所でもあります。当時、

歩道の至るところにシロアリのベイトステーションが仕掛けられてあったのが印象的でし

た。ところが、このニューオーリンズをハリケーン・カトリーナ(Katrina)が襲い、大きな被
害となりました。ハリケーンの場合は発生順にアルファベットの Aから始まるニックネーム
を命名するそうです。今回のハリケーンは Kで始まることから今年 11番目のハリケーンと
なります。ニューオーリンズの街は近くを流れるミシシッピー川とボンチャートレインとい

う湖に挟まれ、土地はこれらの水面より低地にあることから堤防の決壊で多くの被害を出し

てしまったようです。今回の被害では街の 8割が冠水したとのことで、全米最大のシロアリ
汚染地域も少しはその被害が軽減されることになるかもしれませんが、それ以上にハリケー

ンに見舞われた被害のほうがはるかに大きく、心から早い復興を祈っています。 
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随想 

ＬＯＨＡＳ(ロハス)な生物防除  

アリスタライフサイエンス株式会社 
バイオソリューション部 和田 哲夫 

 
 最近 LOHAS（ロハス、ローハス）（Life style of health and sustainability）= 「ココロ
とカラダ、地球にやさしいライフスタイル」、「人と地球に優しい健康で持続可能なライフス

タイル」という生活スタイルが注目をあびているようです。 

スローライフ、スローフードなどが含まれるようで、地球環境と健康を大切にするという 
考え方のようです。また使い方としては「ロハスな生活」などと使うようです。 
ちょうどテレビ東京でロハスに関する番組をやっていたのですが、その番組を見たあと 
生物防除（バイオロジカルコントロール）はまさにロハスに入るものだなと思いました。 
これまで植物防疫では、次のような標語がありました。 
IPM (Integrated pest management)＝総合的病害虫防除 （米国主導、欧州実現） 
MBT (Milieu bewust telen)=環境を意識した栽培 （オランダの環境農業の標語） 
LISA (low- imput sustainable agriculture)＝低投入、持続可能な農業（米国提唱） 
EurepGAP (Euro-retailer Produce Good Ag-Practice)=欧州農業生産基準（EUのスーパー
中心の栽培基準） 
しかしこれらの言葉は植物保護だけを対象にしていて、一般の人間の生活に関わる面は 
希薄でした。そして一般には知られていません。 
害虫防除もライフスタイルと考えれば、バイオコントロールはまさにロハスです。 
なぜなら、スローに効く、あせらず、健康に良く、地球環境に配慮した方法として 

考えられた方法だからです。 

このようなやさしい表現で今後はバイオコントロールを紹介していきたいと思います。 

ロハスに関する情報は下のウェブで見ることができます。 

■テレビ東京 

http://www.tv-tokyo.co.jp/lohas/lohas.html 

■ecobeing:eco people 

http://www.ecobeing.net/people/peo0302/peopl_0302_1.html 

■NPO:LOHAS CLUB 

http://www.lohasclub.org/index.html 

■関心空間:日本的LOHASのカタチを考える実験工房 

http://www.kanshin.jp/lohas/ 

 73



日本バイオロジカルコントロール協議会規約 
 

第１条（名 称） 
本会は｢日本バイオロジカルコントロール協議会｣（以下｢本会｣という）と称し、事務局をアリス
タ ライフサイエンス 株式会社 日本事業部 バイオソリューション部内に置く。 
 

第２条（会 員） 
１．正 会 員：生物的防除剤の研究・開発もしくは普及・販売を業とし、農薬登録を取得してい
るもしくは取得を予定している法人。 

２．賛助会員：第３条の目的に賛同し、入会した法人又は個人。 
賛助会員は機関誌の発行を受け、研修会等本会の行事に優先的に参加できるものとする。 

３．本会に入会を求める法人又は個人は、会員の推薦により、総会の承認を経て会員資格を得る
ものとする。 

 
第３条（目 的） 

１．日本国内における生物的防除に関する技術開発及び技術普及の推進。 
２．国の内外における生物防除に関する情報の収集分析及び紹介。 
３．会員相互の意見交換を通じての関連知識の向上。 
４．その他生物的防除技術の開発及び普及に必要な事項。 
 

第４条（事 業） 
１．本会は、第３条の目的を達成するため、次の事業を行う。ただし営利行為は行わない。 

１）生物的病害虫防除技術普及のための研修会の実施及び機関誌の発行。 
２）関連する官公庁及び諸団体との連絡・折衝。 
３）その他本会の目的達成に必要な事項。 

２．本会の事業年度及び会計年度は、１０月１日から翌年９月３０日までとする。 
 

第５条（運 営） 
１．本会は、毎年事業年度の始めに総会を開催する。また、必要に応じ臨時総会を開催すること

ができる。 
２．下記の事項については、総会の議決を経るものとする。 

１）各事業年度の事業報告及び会計報告の承認。 
２）各事業年度の事業計画及び予算の承認。 
３）会員の入会及び退会並びに規約改正の承認。 
４）その他本会の運営に関する重要事項。 

 
３．総会は正会員の３分の２以上の出席により成立し、その議決には出席正会員の３分の２以上

の賛成を必要とする。但し、本会に対して委任状を提出することにより、議決権の行使を
行うことを妨げない。 

 
第６条（成 果） 

１．本会の事業によって得られた成果は、本会に帰属する。 
２．本会に帰属する成果は、原則として公開するものとする。 
 

第７条（会 費） 
１．本会運営に必要な費用は、会費として会員から徴収する。 
２．会費の金額は各年度毎に総会で定める。 
３．必要に応じ、会員の賛同を経て、臨時会費を徴収することができる。 
 

第８条（会 計） 
会計は事務局が担当し、会計監査は、事務局以外の会員が年度毎に交代で当る。 
 

第９条（退 会） 
会員が退会を通告した場合は、納入した会費は返却しない。 
 

第１０条（協 議） 
本規約の記載事項の解釈、記載のない事項または本会の運営に当って疑義を生じたときは、会員
が誠意をもって協議し、解決する。 
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✤お知らせ 
 
１）会員の募集 
日本バイオロジカルコントロール協議会では天敵を中心とする生物農薬を活用した総合

防除技術の開発、普及を目的に努力してまいりました。正会員８社、法人会員３１社、個

人会員２３８人以上の参加のもとで殺虫剤、ダニ剤、殺菌剤の天敵類への影響データをま

とめ、協議会誌（バイオコントロール、BIOCONTROL）への掲載を行うことや、会員以外の

参加を期待した毎年一度のテーマを決めた研修会の開催、機関紙の発行等を会員に限らず

ご協力を頂き活動を続けてまいりました。 

しかし最近の輸入食品の残留農薬問題、農薬の登録に関する消費者の関心の高まりなどを

考えると生物農薬に限らず、各種技術を併用した総合防除の開発を早急に行うため、より

広範囲な研究者との接触や広い視野での努力が不可欠であると判断し、正会員による臨時

総会により、従来生物農薬の関係者に限定していた会則を改め、総合防除に関心を有する

企業、団体にも正会員として参加していただき従来以上の広い視野から努力することにい

たしました。 

ＢＴ剤、ＩＧＲ剤メーカーを初め一般農薬の会社にもぜひこの機会に参加していただきた

いと思います。また、従来の賛助会員から正会員への変更も期待しております。新規参加

会社のご意見を聞かせていただき分科会として 

１）飼育天敵 

２）在来天敵 

３）総合防除 

４）食品の安全性と機能 

等を設けて活動していきたいと思います。ぜひとも本協議会の意図をご理解いただき皆様

方の参加をおまちいたしております。 

 
２）事務局業務の移管について 
2004 年 5月 1日より個人会員並びに賛助会員の管理業務をホクト株式会社（東京都江東区

牡丹 3-32-9 電話 03-3643-0633、FAX03-3643-6538）移管しました。入会希望や住所変更な

どについては、同社協議会担当者までご連絡ください。 

 

３）賛助会員の募集について 

当協議会を支援して下さる賛助会員を随時募集しております。賛助会員の皆様には年２回

発行の協議会誌をお送りし、年１回開催の研修会にご参加いただけます。 

年会費は、法人会員 20,000 円、個人会員 2,000 円です。ご希望の方は事務局（ホクト㈱）

までご連絡ください。 
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４）会費について 

会計年度は前年 10 月から当年 9 月で、毎年 9 月に翌年度の会費を請求させていただいて

います。個人会員の方には郵便振替用紙を同封していますが、お手元に無い場合は下記口

座に直接お振替え下さい。尚、各年度の会費未納分については名簿上に✽印を付けていま

す。事務局の手違い等で入金済みにもかかわらず✽印がある場合は、恐縮ですが事務局ま

でご連絡お願い致します。（2005 年 9月 10日入金分まで確認済みです。） 

 

 郵便振替：口座番号 ００１１０－７－３６８４３１ 

      加入者名 日本バイオロジカルコントロール協議会 

 

５）協議会誌の発送について 

上記のように会費の納入をお願いしておりますが、一部に会費の未納が何年も続く方や、

送付先不明の方がいらっしゃいます。つきましては会費の未納入が２年にわたる会員の方

には、協議会誌の発送を停止させていただくことになりました。 

ご了承お願い申し上げます。 

 

６）バックナンバーについて 

バックナンバーは１部 1,000 円にてお分けしております。 

 

（事務局） 

 

 

✧      ✧ 

 

 

 

 

 

バイオコントロール Vol.９.No.２ 

発 行 平成 17年 9月 30日 

編 集 アリスタライフサイエンス株式会社 

 和 田 哲 夫 

年会費 賛助会員 個人  2,000 円 

    法人 20,000 円 

事務局 ホクト株式会社 内 
  日本バイオロジカルコントロール協議会 

担当者 永 井 善 道 

住 所 〒135-0046 東京都江東区牡丹 3-32-9 

ＴＥＬ 03-3643-0633 

ＦＡＸ 03-3643-6538 
83




